
2026年6月3日 更新

公示予定日 調達管理番号 案件名 担当部・課 質問内容 回答 回答日

2026年6月3日 26a00150000000
マラ ウイ 国リ ロングウェ 市北部変電所
整備計画準備調査

社会基盤部
資源・ エネルギーグループ

3月18日のプレ公示では、 3月25日が公示日と 記載さ れており まし たが、 実際には25日には公示
がさ れず、 また同日のプレ公示から も 本件が消えており まし た。 こ れら の理由をご教示いただ
けないでし ょ う か。

本件につき まし ては、 事業実施時期の整理に伴い、 3月25日付で掲載し ていた調達予定案件情報
を一旦取り 下げており ます。 4月1日以降に改めて掲載する予定と し ており ます。 改めての公示
は、 5月中下旬を予定し ており ます。

2026年4月8日

2026年6月3日 26a00150000000
マラ ウイ 国リ ロングウェ 市北部変電所
整備計画準備調査

社会基盤部
資源・ エネルギーグループ

上記に関連し 、 現段階でのプレ公示なら びに公示の予定についてご教示いただけないでし ょ う
か。

同上 2026年4月8日

2026年6月3日 26a00150000000
マラ ウイ 国リ ロングウェ 市北部変電所
整備計画準備調査

社会基盤部
資源・ エネルギーグループ

3月18日時点でプレ公示にて掲載さ れていた「 マラ ウイ 国リ ロングウェ 市北部変電所整備計画準
備調査」 に関し まし て、 3月25日プレ公示リ スト から は同案件の記載が削除さ れており まし た。
こ ちら の案件につき まし ては、 近日中（ こ こ 数日～1週間程度） に再度プレ公示にて掲載さ れる
と いう 想定で宜し かっ たでし ょ う か。

本件につき まし ては、 事業実施時期の整理に伴い、 3月25日付で掲載し ていた調達予定案件情報
を一旦取り 下げており ます。 4月1日以降に改めて掲載する予定と し ており ます。 改めての公示
は、 5月中下旬を予定し ており ます。

2026年4月1日

2026年6月3日 26a00150000000
マラ ウイ 国リ ロングウェ 市北部変電所
整備計画準備調査

社会基盤部
資源・ エネルギーグループ

本件が3/25掲載のプレ公示情報より 消え、 公示も さ れていません。 理由をご教授いただけます
でし ょ う か。

本件につき まし ては、 事業実施時期の整理に伴い、 3月25日付で掲載し ていた調達予定案件情報
を一旦取り 下げており ます。 4月1日以降に改めて掲載する予定と し ており ます。 改めての公示
は、 5月中下旬を予定し ており ます。

2026年4月1日

2026年6月3日 26a00150000000
マラ ウイ 国リ ロングウェ 市北部変電所
整備計画準備調査

社会基盤部
資源・ エネルギーグループ

再公示になる予定はあり ますでし ょ う か。 同上 2026年4月1日

2026年6月3日 26a00150000000
マラ ウイ 国リ ロングウェ 市北部変電所
整備計画準備調査

社会基盤部
資源・ エネルギーグループ

再公示と なる場合、 公示予定日をご教授いただけますでし ょ う か。 同上 2026年4月1日

2026年6月3日 26a00152000000
ブータ ン国東部送電線・ 変電所準備調
査（ QCBS-ラ ンプサム型）

南アジア部南アジア第一課
本事業は、 「 JI CA 環境社会配慮ガイ ド ラ イ ン」 のカ テゴリ A、 B、 Cのいずれに該当するかご教
示頂けますでし ょ う か。

現時点ではカ テゴリ Bに該当し ており ます。 今後、 協力準備調査において詳細を確認の上、 当該
カ テゴリ の妥当性について改めて確認する予定です。

2026年5月15日

2026年6月3日 26a00152000000
ブータ ン国東部送電線・ 変電所準備調
査（ QCBS-ラ ンプサム型）

南アジア部南アジア第一課 環境社会配慮助言委員会への付議の要否をご教示頂けますでし ょ う か。
現時点ではカ テゴリ Bを想定し ており 、 環境社会配慮助言委員会への付議は不要と 想定し ており
ます。

2026年5月15日

2026年6月3日 26a00178000000
マダガスカル国アフリカ地域マダガス
カル国鉱業分野産業人材強化プロジェ
クト

社会基盤部資源・エネルギー
グループ

5月20日付けの予定案件にありました本案件が5月27日付けでは掲載がありません。本案件は取
りやめになったのでしょうか。それとも延期になったのでしょうか。現状について説明いただ
けると幸いです。

本案件につきましては、取りやめとなったものではございません。
R/D締結時期に合わせ、掲載時期を後ろ倒ししております。

2026年6月2日

2026年6月3日 26a00178000000
マダガスカ ル国アフ リ カ 地域マダガス
カ ル国鉱業分野産業人材強化プロジェ
ク ト  【 R7補正予算分】

社会基盤部資源・ エネルギー
グループ

「 溶接、 板金、 機械加工、 メ カ ト ロニク ス、 電気電子」 のカ リ キュ ラ ムは、 それぞれ数百時間
あると 思いますので、 見直し には膨大な労力がかかり ます。 カ リ キュ ラ ムの全体ではなく 一部
のみの見直し だと すると 、 何時間程度のも のを想定し ていますか？

「 溶接、 板金、 機械加工、 メ カ ト ロニク ス、 電気電子」 のカ リ キュ ラ ム作成については、 ワーキ
ンググループ（ WG） を設置し た上で効率的に実施するこ と を想定し ています。 WGと も 協議の上、
影響の大き い重要な部分に改善点を絞り 込んだう えで、 作業量と し ては４ ～５ 人月程度で対応可
能な範囲で実施する想定です。

2026年5月20日

2026年6月3日 26a00178000000
マダガスカ ル国アフ リ カ 地域マダガス
カ ル国鉱業分野産業人材強化プロジェ
ク ト  【 R7補正予算分】

社会基盤部資源・ エネルギー
グループ

【 案件名】 に「 R7補正予算分」 と 記載さ れていますが、 今後、 追加で補正予算が見込まれる可
能性があると いう 意味でし ょ う か？

案件名に「 R7補正予算分」 と 記載し ていまし たが、 今後追加の補正予算が見込まれていると いう
趣旨ではあり ません。 案件名から 「 R7補正予算分」 を削除し まし た。

2026年5月20日

2026年6月3日 26a00178000000
マダガスカ ル国アフ リ カ 地域マダガス
カ ル国鉱業分野産業人材強化プロジェ
ク ト  【 R7補正予算分】

社会基盤部資源・ エネルギー
グループ

第三国視察先にセネガルCFPT-SJが指定さ れていますが、 その他の国・ 機関を提案するこ と は可
能でし ょ う か。

マダガスカ ルと 同じ フ ラ ンス語圏であるこ と から 、 原則セネガルCFPT-SJをでの実施を想定し て
います。 し かし ながら 、 同国以外での提案をいただく こ と は可能です。

2026年5月20日

2026年6月3日 26a00178000000
マダガスカ ル国アフ リ カ 地域マダガス
カ ル国鉱業分野産業人材強化プロジェ
ク ト  【 R7補正予算分】

社会基盤部資源・ エネルギー
グルー
プ

マダガスカ ル側と 、 どのよう な方式でカ リ キュ ラ ム開発を実施するこ と に合意し ているので
し ょ う か？　 CBT方式を想定し ているなら ば、 それぞれの科目で相当な手間がかかるこ と になり
ます。

マダガスカ ル側と は、 カ リ キュ ラ ム開発の方式については、 現時点では合意し ていません。 2026年5月20日

2026年6月3日 26a00178000000
マダガスカ ル国鉱業分野産業人材強化
プロジェ ク ト

社会基盤資源・ エネルギーグ
ループ

本件では、 履行期間に比し て想定人月が通常より も 抑えら れているよう に思われますが、 業務
管理グループの設定は検討さ れていますか。

第三国研修・ 専門家招へいの活用を想定し 、 投入を絞っ て実施する予定です。
また、 業務管理グループの設定は現段階では検討し ており ません。

2026年4月1日

2026年6月3日 26a00178000000
マダガスカ ル国鉱業分野産業人材強化
プロジェ ク ト

社会基盤資源・ エネルギーグ
ループ

第三国研修と 専門家の招へいは、 どれく ら いの期間、 何回く ら い実施するこ と を想定さ れてい
ますか。 実施費用は別見積も り と なり ますか。

現在、 費用の見積も り 方法含め詳細計画を検討中です。 2026年4月1日

2026年6月3日 26a00242000000
フ ィ リ ピン国サステナビリ ティ と 透明
性枠組み強化プロジェ ク ト

地球環境部環境管理・ 気候変
動対策
グループ

サステナブル・ フ ァ イ ナンス・ ロード マッ プ（ SFR） 等の既存制度のレビュ ーにおいて、 タ スク フ ォ ース
以外の委員会等を設置するか。 SFRに基づく プロジェ ク ト のパイ プラ イ ン開発を想定し ているか。

レビュ ー等では既存の枠組みを活用するこ と を想定し ています。 財務省が、 他省庁・ 民間の実施
するプロジェ ク ト を含めて適切に管理・ モニタ リ ング評価するための能力強化を行う も ので、 パ
イ プラ イ ンの開発までは含まないです。 事前評価時点と 活動内容の変更（ 特に成果1） があるた
め、 公示の配布資料と なる署名済みR/Dのご確認お願いし ます。

2026年5月27日

2026年6月3日 26a00242000000
フ ィ リ ピン国サステナビリ ティ と 透明
性枠組み強化プロジェ ク ト

地球環境部環境管理・ 気候変
動対策
グループ

GHGイ ンベント リ の見直し は含まず、 GHGイ ンベント リ の作成体制の見直し を実施するも のか。
GHGインベントリのうち特定の分野の国特有の排出係数等の開発を行うことを想定しており、その観点
で同分野のGHGインベントリに係る改善を行うことを想定しています。また、インベントリの作成体制・プ
ロセス等のレビューを行います。

2026年5月27日

【競争参加者様へ：留意点】
プレ公示段階での質問回答での回答内容は、企画競争説明書／入札説明書の段階で変更の可能性があります。

※掲載方法を公示予定日が早い順に案件ごとにまとめて掲載いたします。新たに掲載いたしました質問回答についてはセルを水色にしております。
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公示予定日 調達管理番号 案件名 担当部・課 質問内容 回答 回答日

2026年6月3日 26a00242000000
フ ィ リ ピン国サステナビリ ティ と 透明
性枠組み強化プロジェ ク ト

地球環境部環境管理・ 気候変
動対策グループ

本案件では、 業務管理グループを想定し ていますか？ 本案件は、 業務管理グループの適用を想定し ています。 2026年5月25日

2026年6月3日 26a00242000000
フ ィ リ ピン国サステナビリ ティ と 透明
性枠組み強化プロジェ ク ト

地球環境部環境管理・ 気候変
動対策グループ

事前評価表では、 人月は99. 2M/Mと 記載さ れていますが、 プレ公示では約36人月と なっ ていま
す。 規模及び活動内容が事前評価表の内容より も 大幅に削減さ れたと いう こ と でし ょ う か？

長期専門家の配置を想定し ていたも のから 、 業務実施契約主体の実施体制に変更し たこ と に起因
し ます。

2026年5月25日

2026年6月3日 26a00242000000
フ ィ リ ピン国サステナビリ ティ と 透明
性枠組み強化プロジェ ク ト

地球環境部環境管理・ 気候変
動対策グループ

サステナブル・ フ ァ イ ナンス・ ロード マッ プは、 財務省、 中央銀行が中心と なっ た省庁横断タ
スク フ ォ ースによっ て策定さ れまし たが、 本プロジェ ク ト における、 SFRに基づく プロジェ ク ト
の管理能力の強化の活動も 、 財務省だけでなく 、 他の省庁によるプロジェ ク ト の実施支援も 想
定さ れているのでし ょ う か？

本プロジェ ク ト では財務省を主と し つつ、 I TSF等の枠組みを通じ て関係省庁の参画を前提と し て
おり 、 他省庁のプロジェ ク ト を含めて財務省がそれら の実施・ モニタ リ ングへの適切な関与を可
能と なるため能力強化を想定し ています。

2026年5月25日

2026年6月3日 26a00242000000
フ ィ リ ピン国サステナビリ ティ と 透明
性枠組み強化プロジェ ク ト

地球環境部環境管理・ 気候変
動対策グループ

【 活動内容】 の「 企業のサステナビリ ティ 報告に基づく 情報開示の強化」 と は、 企業のサステ
ナビリ ティ 報告に基づく どのよう な情報の開示を強化するこ と を意図し ていら っ し ゃ いますで
し ょ う か。 （ も し く は、 サステナビリ ティ 報告自体の情報の質を高めるこ と を意図し た活動で
し ょ う か）

情報開示の強化と は、 GHG排出量や気候リ スク 等の開示内容の質・ 透明性・ 信頼性を向上さ せる
も のであり 、 研修・ ワーク ショ ッ プ等を通じ た報告内容自体の質の改善も 含みます。

2026年5月25日

2026年6月3日 26a00242000000
フ ィ リ ピン国サステナビリ ティ と 透明
性枠組み強化プロジェ ク ト

地球環境部環境管理・ 気候変
動対策グループ

【 活動内容】 の「 企業のサステナビリ ティ 報告に基づく 情報開示の強化」 について、 SECだけで
なく 、 報告企業自体へのワーク ショ ッ プなどを想定し ていら っ し ゃ いますでし ょ う か。 情報開
示の強化が見込める仕組みづく り などを想定し ていら っ し ゃ るでし ょ う か。

SECに加え、 報告企業向けの研修・ ワーク ショ ッ プ等を通じ た能力強化と ガイ ド ラ イ ン整備を行
い、 継続的に情報開示の質が向上する仕組みづく り を想定し ています。

2026年5月25日

2026年6月3日 26a00249000000
東ティ モール国国産米振興・ 食料安全
保障政策立案（ 国別研修）

経済開発部農業・ 農村開発第
一グループ

プレ公示から の変更事項に係る情報共有
選定方法が、 一般競争入札（ 総合評価落札方式‐ ラ ンプサム型） から QCBS-ラ ンプサム型へ変更
と なり まし た。

2026年5月22日

2026年6月3日 26a00249000000
東ティ モール国国産米振興・ 食料安全
保障政策立案（ 国別研修）

経済開発部農業・ 農村開発第
一グループ

本邦研修②の在外補完研修について、 公示予定では近隣国と し てフ ィ リ ピン、 イ ンド ネシア等

が例示さ れていたが、 本研修実施先国について確認さ せていただき たい。

その後、 研修実施言語、 研修のスケジュ ール、 テーマ等を考慮し た結果、 在外補完研修の実施国
は「 イ ンド ネシア」 で確定いたし まし た。

2026年5月22日

2026年6月3日 26a00249000000
東ティ モール国国産米振興・ 食料安全
保障政策立案（ 国別研修）

経済開発部農業・ 農村開発第
一グループ

本邦の地方自治体や地域レベルの実施機関への訪問に係る認識を確認さ せていただき たい。
本邦研修②での訪問を想定し ていますが、 他の研修での訪問も 提案可能です。

本邦研修中、 研修員は「 JI CA筑波」 に滞在予定です。
2026年5月22日

2026年6月3日 26a00249000000

東ティ モール国国産米振興・ 食料安全
保障政策立案（ 国別研修） （ 一般競争
入札（ 総合評価落札方式‐ ラ ンプサム
型） ）

経済開発部農業・ 農村開発第
一グループ

本件のコ ンサルタ ント 報酬について、 JI CA筑波等で実施さ れる課題別研修と 同じ でし ょ う か。
それと も 、 コ ンサルタ ント 等契約における2026年度報酬単価（ 業務実施型） が採用さ れるので
し ょ う か。 あるいは、 コ ンサルタ ント 等契約（ 国内業務） 2026年度直接人件費単価基準月額が
適用さ れるのでし ょ う か。

本件は、 コ ンサルタ ント 等契約であり 、 また、 国内での業務が主と なり ますが、 海外と の調整を
伴なう 業務ですので、 課題別研修も し く はコ ンサルタ ント 等契約（ 国内業務） には該当し ませ
ん。 積算にあたっ ては、 「 コ ンサルタ ント 等契約における経理処理ガイ ド ラ イ ン」 を参照の上、
適宜、 必要と なる経費を積算の上、 入札し てく ださ い。

2026年5月13日

2026年6月3日 26a00275000000
モルディ ブ国税関研修施設整備計画準
備調査（ 一般競争入札（ 総合評価落札
方式－ラ ンプサム型） ）

無償資金協力部業務第六課
本業務の先行調査である「 モルディ ブ国税関セク タ ーに係る情報収集・ 確認調査」 について、 公示資料
によれば契約履行期間（ 予定） が2025年6月から  2025年8月と なっ ており 、 既に完了し ているも のと 推察
し ますが、 JI CA図書館に報告書が未掲載のよう です。 なにか未掲載の理由等があればご教示く ださ い。

当調査にかかるフ ァ イ ナル・ レポート はモルディ ブ国内の機密情報が含まれるため非公開と し て
おり ます。

2026年5月27日

2026年6月10日 26a00179000000
全世界2026年度案件別外部事後評価
パッ ケージⅠ-2（ ベト ナム、 東ティ
モール） （ QCBSラ ンプサム型）

評価部事業評価第一課

対象案件のう ち、 （ ２ ） （ 技術協力） 「 ベト ナム： 日越大学修士課程設立プロジェ ク ト 」 は後
続事業（ 「 日越大学教育・ 研究・ 運営能力向上プロジェ ク ト 」 ） が2025年3月まで実施さ れてお
り 、 また（ ３ ） （ 無償資金協力） 「 ベト ナム： 農業・ 水産食品の安全確保のための検査・ 農産
食品品質コ ンサルティ ングセンタ ー能力強化計画 」 は関連技協（ 「 持続可能な農業開発のため
の食品安全検査・ レフ ァ レンス機能・ コ ンサルティ ング能力強化プロジェ ク ト 」 ） が2023年11
月まで実施さ れていたよう です。 いずれの案件も 、 関連事業と の一体評価は行わず、 今年度に
単体での事後評価を行う と いう 理解でよいでし ょ う か。
（ なお、 いずれの案件も 貴機構ホームページ上に「 実施中案件」 と 記載さ れていますが、 完了
済みと いう 理解でよいかも 念のため確認さ せてく ださ い。 ）

どちら の案件につき まし ても 、 一体評価は行いません。
評価対象案件外の情報については、 調査開始後、 必要に応じ て提供いたし ます。

2026年4月30日

2026年6月10日 26a00179000000
全世界2026年度案件別外部事後評価
パッ ケージⅠ-2（ ベト ナム、 東ティ
モール） （ QCBSー ラ ンプサム型）

評価部事業評価第一課
本パッ ケージに含まれる（ 技術協力） 「 日越大学修士課程設立プロジェ ク ト 」 ではなく 、 その
後継案件の「 日越大学教育・ 研究・ 運営管理向上プロジェ ク ト （ 仮称） 」 の詳細計画策定調査
（ 評価分析） に従事し たコ ンサルタ ント がおり ますが、 本パッ ケージへの参加は可能ですか。

ご質問の件につき まし ては、 利益相反にかかる内容になり ますため、 具体的な社名や業務内容を
確認さ せていただき 、 個別に判断の上、 ご回答さ せていただき ます。 そのため、 別途、 評価部代
表アド レス（ evt e1@j i ca. go. j p） へお問合せ頂けますよう お願いいたし ます。

2026年4月22日

2026年6月10日 26a00180000000 

全世界2026年度案件別外部事後評価
パッ ケージⅠ-3（ コ ート ジボワール、
ベナン、 カ メ ルーン） （ QCBS- ラ ンプ
サム型）

評価部事業評価第一課

本パッ ケージのう ち「 （ ５ ） （ 技術協力） ベナン： 内水面養殖普及プロジェ ク ト 」 について、
4/23に実施いただいた外部事後評価の説明会では、 フ ェ ーズ２ と の一体評価になると のご説明
でし たが、 プレ公示では一体評価と なっ ており ません。 一体評価ではなく なっ たと いう 理解で
よいろ し いでし ょ う か。

一体評価を予定し ており ます。 プレ公示情報を更新いたし まし た。 2026年5月27日

2026年6月10日 26a00181000000

全世界2026年度案件別外部事後評価
パッ ケージⅠ-4（ モーリ タ ニア、 ボリ
ビア、 エチオピア） （ 一般競争入札
（ 総合評価落札方式－ラ ンプサム
型） ）

評価部事業評価第一課
利益相反につき プロポーザルで防止策を記載する場合、 説明書に記載の規定文量の中で記載す
る必要があるのか、 規定文量と は関係なく 別途記載するこ と ができ るのか、 ご教示願います。

規定文量内にて記載をお願いいたし ます。 2026年5月20日

2026年6月10日 26a00181000000

全世界2026年度案件別外部事後評価
パッ ケージⅠ -4（ モーリ タ ニア、 ボリ
ビア、 エチオピア） （ 一般競争入札
（ 総合評価落札方式－ラ ンプサム
型） ）

評価部事業評価第一課

本パッ ケージのう ち「 （ ３ ） （ 技術協力） エチオピア： エチオピア国産業振興プロジェ ク ト 」
のプロジェ ク ト 研究および実施業務を受託し た企業体なら びにその実施業務を担当し た職員
が、 共同企業体（ JV） の構成員の1社およびその要員と し て、 1本パッ ケージ内の他案件の評価
業務を担当するこ と は可能でし ょ う か。
また、 当該職員の参加が認めら れない場合、 同企業体に所属する他の職員が同パッ ケージ内の
他案件の評価業務を担当するこ と は可能でし ょ う か。

ご質問の件につき まし ては、 利益相反にかかる内容になり ますため、 具体的な社名や業務内容を
確認さ せていただき 、 個別に判断の上、 ご回答さ せていただき ます。 そのため、 別途、 評価部代
表アド レス（ j i caev@j i ca. go. j p） へお問合せ頂けますよう お願いいたし ます。

2026年4月15日
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公示予定日 調達管理番号 案件名 担当部・課 質問内容 回答 回答日

2026年6月10日 26a00267000000

フ ィ リ ピン国プラ イ マリ ーヘルスケア
のための非感染性疾患介入パッ ケージ
プロト コ ル実施能力強化プロジェ ク ト
【 有償勘定技術支援】

人間開発部保健第二グループ
成果1の活動の中に政策・ 立法・ 制度措置を含めた対応が求めら れるかと 思いますが、 具体的に
はどう いっ たこ と を想定し ているかご教示く ださ い。

公示内容をご確認ください。 2026年5月29日

2026年6月10日 26a00267000000

フ ィ リ ピン国プラ イ マリ ーヘルスケア
のための非感染性疾患介入パッ ケージ
プロト コ ル実施能力強化プロジェ ク ト
【 有償勘定技術支援】

人間開発部保健第二グループ
成果2の活動の中にモニタ リ ング結果に基づき 政策・ 制度措置を含めた対応が求めら れるかと 思
いますが、 政策・ 制度措置を含めた対応はどう いっ たこ と を想定し ているかご教示く ださ い。

公示内容をご確認ください。 2026年5月29日

2026年6月10日 26a00267000000

フ ィ リ ピン国プラ イ マリ ーヘルスケア
のための非感染性疾患介入パッ ケージ
プロト コ ル実施能力強化プロジェ ク ト
【 有償勘定技術支援】

人間開発部保健第二グループ

成果2の活動の中にカ ラ バルソ ン地域内の州や市レベルで改訂版Phi l PENに基づいたリ スク アセ
スメ ント から 治療までの実施が行われるかと 思いますが、 プロジェ ク ト で支援する場合、 技術
的な支援を想定さ れていると いう 理解でよかっ たかご教示く ださ い。 それと も 財政的な支援を
想定さ れいますか。

改訂版Phi l PENに基づいたリ スク アセスメ ント から 治療までの実施を継続するには、 双方への支
援が必要であると 想定し ています。 ただし 、 直接的に資金を投入するこ と は想定し ていません。

2026年5月29日

2026年6月10日 26a00267000000

フ ィ リ ピン国プラ イ マリ ーヘルスケア
のための非感染性疾患介入パッ ケージ
プロト コ ル実施能力強化プロジェ ク ト
【 有償勘定技術支援】

人間開発部保健第二グループ

「 成果４ ： バタ ンガス州内の市町政府のPhi l PEN実施能力が強化さ れる。 」 について、 対象範囲
と し ては、 バタ ンガス州内の全市および全町を対象と し た能力強化を想定し ていると の理解で
よろ し いでし ょ う か。 あわせて、 重点的に支援する市・ 町の設定や段階的展開等を想定し てい
る場合、 現時点での想定があればご教示く ださ い。

ご理解のと おり 、 バタ ンガス州内の全市・ 町を対象と し ています。
現時点でそれ以上の想定はございません。 段階的展開など効果的と 考えら れる介入等想定ござい
まし たら 、 プロポーザルでご提案お願いいたし ます。

2026年5月29日

2026年6月10日 26a00267000000

フ ィ リ ピン国プラ イ マリ ーヘルスケア
のための非感染性疾患介入パッ ケージ
プロト コ ル実施能力強化プロジェ ク ト
【 有償勘定技術支援】

人間開発部保健第二グループ
機材供与と し て想定さ れる医療資機材について、 現時点ではどのよう に想定さ れていますで
し ょ う か。

消耗品に区分さ れますが、 バタ ンガス州内の各バラ ンガイ ヘルスステーショ ンに一つずつの血圧
計の購入を想定し ています。

2026年5月29日

2026年6月10日 26a00267000000

フ ィ リ ピン国プラ イ マリ ーヘルスケア
のための非感染性疾患介入パッ ケージ
プロト コ ル実施能力強化プロジェ ク ト
【 有償勘定技術支援】

人間開発部保健第二グループ
行政区分について： バタ ンガス州の中にある複数の市について、 例えばBat angas Ci t yの和訳は
バタ ンガス市と するでし ょ う か。 それと も バタ ンガス構成市と 扱う のが望まし いでし ょ う か。
JI CAと し て行政区分をどのよう に捉えているかご教示く ださ い。

バタ ンガス市と 表記いただいて結構です。 2026年5月29日

2026年6月10日 26a00267000000

フィリピン国プライマリーヘルスケア
のための非感染性疾患介入パッケージ
プロトコル実施能力強化プロジェクト
【有償勘定技術支援】

人間開発部保健第二グループ
本邦研修は想定されていますか。その場合、想定されている規模やねらい等をご教示くださ
い。

本案件と関連する課題別研修への上乗せ参加を検討しております。 2026年5月29日

2026年6月10日 26a00267000000

フ ィ リ ピン国プラ イ マリ ーヘルスケア
のための非感染性疾患介入パッ ケージ
プロト コ ル実施能力強化プロジェ ク ト
【 有償勘定技術支援】

人間開発部保健第二グループ 本案件では、 業務管理グループの運用を想定し ているかご教示く ださ い。 業務管理グループの設置は可能です。 2026年5月29日

2026年6月10日 26a00267000000

フ ィ リ ピン国プラ イ マリ ーヘルスケア
のための非感染性疾患介入パッ ケージ
プロト コ ル実施能力強化プロジェ ク ト
【 有償勘定技術支援】

人間開発部保健第二グループ
バラ ンガイ ヘルスステーショ ンへの直接介入は想定し ていますか？その場合、 規模感の想定が
あればご教示く ださ い。

現時点では市町レベルまでの研修実施をプロジェ ク ト 活動と し て想定し ています。 バラ ンガイ へ
の介入についてはプロポーザルでご提案く ださ い。

2026年5月29日

2026年6月10日 26a00267000000

フ ィ リ ピン国プラ イ マリ ーヘルスケア
のための非感染性疾患介入パッ ケージ
プロト コ ル実施能力強化プロジェ ク ト
【 有償勘定技術支援】

人間開発部保健第二グループ 電子データ の活用をどの程度想定し ているかご教示く ださ い。 公示内容をご確認いただき 、 効果的な活用等含めプロポーザルでご提案く ださ い。 2026年5月29日

2026年6月10日 26a00267000000

フ ィ リ ピン国プラ イ マリ ーヘルスケア
のための非感染性疾患介入パッ ケージ
プロト コ ル実施能力強化プロジェ ク ト
【 有償勘定技術支援】

人間開発部保健第二グループ
一度プレ公示が取り 下げになり 、 今回の再プレ公示までの間にR/Dが締結さ れた模様ですが、 プ
レ公示の取り 下げ要因はR/Dの未締結だっ たのでし ょ う か。 それと も 他に何か事情がございまし
たでし ょ う か。

R/Dの署名が未了であるこ と に起因するも のです。 2026年5月20日

2026年6月10日 26a00274000000
パレスチナ国中東地域リ ハビリ テー
ショ ン関連技術アド バイ ザー業務（ 国
内業務）

人間開発部高等教育・ 社会保
障グループ

本業務のスコ ープは、 個々のリ ハビリ 職の治療技術の向上より 、 多職種の横断的なク リ ニカ ル
パスの策定やリ ハビリ テーショ ン部門全体の運営管理など、 マネジメ ント 的な側面に重点が置
かれていると 思われるが、 こ の認識は正し いか。

本業務の主なスコ ープについては、 本研修の目的が理学療法士や作業療法士等のリ ハビリ テー
ショ ン実務者を対象と し た臨床的能力の強化にあるこ と から 、 個々のリ ハビリ 職の治療技術の向
上に関する内容が中心と なっ ています。 さ ら に、 こ う し た臨床実践を基盤と し て、 障害当事者の
自立生活実現を支援する自立生活センタ ーや障害者スポーツの観点を取り 入れる内容を想定し て
います。
そのため、 運営管理やマネジメ ント 的な側面は含みません。

2026年5月27日

2026年6月10日 26a00274000000
パレスチナ国中東地域リ ハビリ テー
ショ ン関連技術アド バイ ザー業務（ 国
内業務）

人間開発部高等教育・ 社会保
障グループ

本邦研修において、 Communi t y Based Rehabi l i t at i on（ CBR） や家族参加型リ ハビリ テーショ ン
に関する内容をカ リ キュ ラ ムに含めるこ と は、 現時点でJI CA側と し て想定さ れているか。

現時点の想定では、 本邦研修は主にリ ハビリ テーショ ン実務者を対象と し た医療リ ハビリ テー
ショ ンの能力強化に重点が置かれており 、 特に中枢神経系疾患への対応を軸と し ています。 その
ため、 CBRや家族参加型リ ハビリ テーショ ンは、 カ リ キュ ラ ムに組み込まれていません。
他方で、 障害当事者の自己決定や地域生活の実現を重視する自立生活（ I L） の視点については研
修内容に含める予定と し ています。

2026年5月27日

2026年6月10日 26a00274000000
パレスチナ国中東地域リ ハビリ テー
ショ ン関連技術アド バイ ザー業務（ 国
内業務）

人間開発部高等教育・ 社会保
障グループ

本業務において、 パレスチナに派遣さ れている個別専門家やパレスチナ保健省カ ウンタ ーパー
ト と のオンラ イ ン会議・ 遠隔技術支援は業務に含まれるか。 また、 業務指示書（ TOR） 上におい
て、 国内業務コ ンサルタ ント によるパレスチナへの短期出張は想定さ れているか。

オンラ イ ン会議や遠隔技術支援については、 本邦招へいに係る事前説明・ 案内、 及び実施後の
フ ォ ローアッ プの一環と し て、 各年度に計4回（ 各回2～３ 時間程度） の実施を想定し ています。
またこ れら に加え、 必要に応じ てイ ンフ ォ ーマルな会議も 複数回実施するこ と を想定し ていま
す。
なお、 上記の実施回数については、 現時点の想定であり 、 今後の状況に応じ て適宜調整する可能
性があり ます。
また、 国内業務コ ンサルタ ント によるパレスチナへの短期出張は想定し ており ません。

2026年5月27日
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公示予定日 調達管理番号 案件名 担当部・課 質問内容 回答 回答日

2026年6月10日 26a00274000000
パレスチナ国中東地域リ ハビリ テー
ショ ン関連技術アド バイ ザー業務（ 国
内業務）

人間開発部高等教育・ 社会保
障グループ

本業務において提案書評価上優先さ れる専門性は、 中東地域に関する知見より も 、 リ ハビリ
テーショ ン分野における実務的専門性であると 理解し ているが、 認識に相違はないか。

ご認識のと おり です。 本案件における提案書評価においては、 医療リ ハビリ テーショ ン分野の専
門性を重視し ています。
他方で、 本案件は中東地域を対象と し ているこ と から 、 文化的・ 社会的背景への配慮も 重要であ
り 、 地域に関する知見についても 一定程度考慮し ます。 ただし 、 評価上の優先順位と し ては、 リ
ハビリ テーショ ン分野における専門性がより 重視さ れる位置づけと なり ます。

2026年5月27日

2026年6月10日 26a00274000000
パレスチナ国中東地域リ ハビリ テー
ショ ン関連技術アド バイ ザー業務（ 国
内業務）

人間開発部高等教育・ 社会保
障グループ

現時点でJI CAが想定し ている本邦研修のプログラ ム案において、 研修目標の達成に向けて受注

者が独自に講義内容や視察先を提案でき る余地はどの程度あるか。 たと えば「 全体の●割程度

は受注者から の提案を期待する」 と いっ た現時点での方向性があれば、 ご教示いただき たい。

本邦研修のプログラ ム案については、 JI CAがあら かじ め提示する基本的なプログラ ム案（ 概ね固
まっ た日程や訪問先を含む） を前提と し ています。 そのう えで、 全体と し ては当該提示案をベー
スと し つつ、 一部については受注者の専門的知見を踏まえた補完や発展的な提案を期待し ていま
す。
現時点と し ては、 受注者による提案の対象範囲は全体の3割程度を目安と し つつ、 講義内容や視
察先の具体化等において、 上記の基本案を参考にし ながら 柔軟にご提案いただく こ と を想定し て
います。

2026年5月27日

2026年6月10日 26a00274000000
パレスチナ国中東地域リ ハビリ テー
ショ ン関連技術アド バイ ザー業務（ 国
内業務）

人間開発部高等教育・ 社会保
障グループ

本邦研修における招へい対象者（ 裨益者） の職種、 所属機関、 経験年数等の属性については、
現時点でJI CA側においてある程度方針が定まっ ているか。 定まっ ている場合、 その概要を示さ
れたい。

招へい対象者の職種については、 パレスチナ保健省（ MOH） 配下のリ ハビリ テーショ ンセンタ ー
に所属する理学療法士、 作業療法士、 言語聴覚士等の医療リ ハビリ テーショ ン専門職を中心に、
計10名を選定し ています。 また、 MOHやセンタ ーの管理職層も 一部含める形で、 現場実務に関与
する人材構成を想定し ています。 他方で、 経験年数等についての具体的な基準は設定し ておら
ず、 実務経験や帰国後の活用可能性を踏まえた選定と し ています。

2026年5月20日

2026年6月10日 26a00274000000
パレスチナ国中東地域リ ハビリ テー
ショ ン関連技術アド バイ ザー業務（ 国
内業務）

人間開発部高等教育・ 社会保
障グループ

本邦研修の訪問施設・ 機関については、 ある程度JI CAにおいて候補が想定さ れていると 理解し
ている。 その上で、 国内業務コ ンサルタ ント に期待さ れる主たる役割は、 JI CAが提示するプロ

グラ ム全体案の内容精査と 改善提案のほか、 ①JI CAが想定し ている講師や視察機関、 並びに受

注者が新たに提案する講師や受入施設と の調整・ ロジスティ ク ス管理であると 理解し ている
が、 認識は正し いか。

ご認識のと おり です。 本邦研修の訪問施設・ 機関については、 JI CAが提示する本邦研修の全体プ
ログラ ム案について、 専門的観点から 内容精査及び改善提案を行う こ と が役割の一つと し て想定
し ています。 加えて、 JI CAが構想し ている講師や受入機関のみなら ず、 必要に応じ て受注者が提
案する講師・ 訪問先も 含めた日程調整や受入調整等を担う こ と も 期待し ています。

2026年5月20日

2026年6月10日 26a00360000000

東南アジア（ 広域） 民間資金動員に向
けた本邦スタ ート アッ プ連携のための
情報収集・ 確認調査（ QCBS-ラ ンプサム
型）

東南アジア・ 大洋州部東南ア
ジア第一課

本案件の背景・ 目的・ 想定出口など本公示の前に可能な限り 理解さ せていただき たい

基本的には、 すでにプレ公示に記載し ていると おり です。
本調査の成果を踏まえつつ、 東南アジア地域の各国のニーズを受け、 政策改革プログラ ム借款
（ 新規有償資金協力） や技術協力プロジェ ク ト 、 当該国のJI CA既往事業と スタ ート アッ プ企業等
の活動と の共創策等の協力案件が立ち上がるこ と を想定し ています。

2026年6月2日

2026年6月17日 26a00148000000 
全世界（ 広域） 全市場志向型農業振興
（ SHEP） オンラ イ ン研修（ 英語コ ー
ス） フ ェ ーズ２

経済開発部農業・ 農村開発第
一グループ

業務管理グループ（ 若手加点） は対象でし ょ う か 対象です。 2026年4月15日

2026年6月17日 26a00148000000 
全世界（ 広域） 全市場志向型農業振興
（ SHEP） オンラ イ ン研修（ 英語コ ー
ス） フ ェ ーズ２

経済開発部農業・ 農村開発第
一グループ

本案件は「 業務種別： 業務実施契約－その他」 と なっ ており ますがプロポーザル評価方式は通
常の「 業務実施契約」 同様と なるでし ょ う か。

プロポーザル評価方式は、 通常の業務実施契約と 同様です。 2026年4月15日

2026年6月17日 26a00148000000 
全世界（ 広域） 全市場志向型農業振興
（ SHEP） オンラ イ ン研修（ 英語コ ー
ス） フ ェ ーズ２

経済開発部農業・ 農村開発第
一グループ

フ ェ ーズ１ と 同様に、 オンラ イ ン研修はアジア地域、 アフ リ カ ・ 中東地域の時差別の区分で、
それぞれ実施するご想定でし ょ う か

アジア地域と アフ リ カ ・ 中東地域の時差別で実施し て頂く こ と を想定し ています。 2026年4月15日

2026年6月17日 26a00148000000 
全世界（ 広域） 全市場志向型農業振興
（ SHEP） オンラ イ ン研修（ 英語コ ー
ス） フ ェ ーズ２

経済開発部農業・ 農村開発第
一グループ

現地渡航をする場合の１ か国あたり の渡航期間のおおよその目安はございますでし ょ う か 地域、 国土の広さ 等にも より ますが、 おおよそ１ 週間程度を想定し ています。 2026年4月15日

2026年6月17日 26a00230000000
ト ルコ 国中小零細企業のためのメ ンタ
リ ング・ ネッ ト ワーキングサービス開
発

経済開発部民間セク タ ー開発
グループ

女性経営者のネッ ト ワーク 強化の重要性が認識さ れた背景は何でし ょ う か？

2025年2月にカ フ ラ マンマラ シュ 県で実施し た「 ト ルコ 被災地における女性企業家支援セミ
ナー」 （ ht t ps: //www. j i ca. go. j p/i nf ormat i on/semi nar /2024/1564923_ 52234. html ） や、 中東欧
州部による調査（ フ ォ ーカ ス・ グループ・ ディ スカ ッ ショ ン等） の結果、 重要性が認識さ れまし
た。

2026年5月27日

2026年6月17日 26a00230000000
ト ルコ 国中小零細企業のためのメ ンタ
リ ング・ ネッ ト ワーキングサービス開
発

経済開発部民間セク タ ー開発
グループ

背景に記載の内容から 、 現状KOSGEBには非金融支援を行う 専門家は存在し ないと 理解し まし
た。 今後、 非金融支援サービスを新たに実施し ていく にあたり 、 新たな要員配置は予定さ れて
いるでし ょ う か？

KOSGEB各支部のSMEエキスパート と 呼ばれる職員が企業を訪問し 、 金融支援の紹介やメ ンタ リ ン
グを行っ ています。 現時点でKOSGEB各支部への新たな要員配置の予定はあり ません。

2026年5月27日

2026年6月17日 26a00230000000
ト ルコ 国中小零細企業のためのメ ンタ
リ ング・ ネッ ト ワーキングサービス開
発

経済開発部民間セク タ ー開発
グループ

成果３ に関連し て「 こ れまでセミ ナー開催等の一連の活動により 、 女性経営者のネッ ト ワーク
強化の重要性が関係者間で認識さ れた」 と あり ます。 こ の「 一連の活動」 について、 実施主体
（ KOSGEB、 関連機関、 他の貴機構案件、 現地団体等） と 活動の概要についてご教示いただけま
すでし ょ う か。 本業務の設計上、 先行活動と の連続性をどの程度考慮する必要があるかを把握
し たいと 考えます。

・ JI CAによるKOSGEB 総裁等の本邦招へい（ 2024年5月）
・ JI CAによる「 ト ルコ 共和国被災地における女性企業家支援に係る現地調査」 （ 2024年11月～
2025年2月）
・ JI CA・ KOSGEB共催のカ フ ラ マンマラ シュ で開催さ れたセミ ナー「 ト ルコ 被災地における女性企
業家支援セミ ナー」 （ 2025年2月） ※幣機構HPに報告記事が掲載さ れています
（ ht t ps: //www. j i ca. go. j p/i nf ormat i on/semi nar /2024/1564923_ 52234. html ）
その他詳細は公示をお待ちく ださ い。

2026年5月20日

2026年6月17日 26a00230000000
ト ルコ 国中小零細企業のためのメ ンタ
リ ング・ ネッ ト ワーキングサービス開
発

経済開発部民間セク タ ー開発
グループ

本業務の対象MSMEsについて、 業種・ セク タ ーの限定や優先はあり ますか。 また、 現在ト ルコ 国
内で実施中の貴機構案件と の間で、 対象MSMEsや関係機関の調整・ 連携が期待さ れる場合、 それ
ら 企業群・ 関係機関についてご教示く ださ い。

業種・ セク タ ーの限定や優先はあり ません。 円借款「 中小零細企業のための震災後支援事業」 及
びKOSGEB予算による緊急融資を受けたMSMEsを対象と するこ と を想定し ていますが、 企業数が多
いため必然的に活動対象に含まれると 考えています。 関係機関については公示をお待ちく ださ
い。

2026年5月20日

2026年6月17日 26a00304000000

中南米地域NCDs及び高齢化対策に係る
情報収集・ 確認調査（ 一般競争入札
（ 総合評価落札方式） ーラ ンプサム
型） ）

人間開発部保健第一グループ 現地調査対象国数と 本邦招へいの期間の目安を教えてく ださ い
現段階では、 現地調査対象国3か国、 文献調査対象国3か国に加えて、 招へい5か国を検討し てお
り ます。 招へいの実施期間は渡航期間を含め10日間を予定し ており ます。

2026年5月27日
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2026年6月17日 26a00304000000
中南米地域NCDs及び高齢化対策に係る
情報収集・ 確認調査

人間開発部保健第一グループ
調査対象地域のう ち、 「 中米」 「 南米」 「 カ リ ブ」 の地理的バラ ンスについて、 想定があれば
ご教示く ださ い。

現時点での調査対象国は以下の想定でございます。
現地調査対象国： エルサルバド ル、 ド ミ ニカ 共和国、 ホンジュ ラ ス
文献調査対象国： ウルグアイ 、 チリ 、 コ スタ リ カ
本邦招へい対象国： ブラ ジル、 コ スタ リ カ 、 メ キシコ 、 ド ミ ニカ 共和国、 エルサルバド ル

2026年5月29日

2026年6月17日 26a00304000000
中南米地域NCDs及び高齢化対策に係る
情報収集・ 確認調査

人間開発部保健第一グループ
本邦研修に係り 、 招へい者数の目安、 招へい者のレベル（ 高官、 実務者など） 、 招へい時期に
ついてご教示く ださ い。

本邦研修は高官計11～13名、 実施時期は10～11月を想定し ており ます。 2026年5月29日

2026年6月17日 26a00304000000
中南米地域NCDs及び高齢化対策に係る
情報収集・ 確認調査

人間開発部保健第一グループ 現地調査にあたり 、 想定する渡航回数、 一回当たり の渡航で複数国の訪問かご教示く ださ い。
現地調査対象国は３ か国であり 、 2回の渡航（ 1回目1か国、 2回目2か国など） を想定し ており ま
す。

2026年5月29日

2026年6月17日 26a00304000000
中南米地域NCDs及び高齢化対策に係る
情報収集・ 確認調査

人間開発部保健第一グループ NCDs対策と 高齢化対策の二軸を扱いますが、 両者の比重はあり ますでし ょ う か。

調査内容は国によっ て異なり ますが、 予定し ている調査内容は下記の通り です。
現地調査： NCDs対策及び高齢社会対策
文献調査： 高齢社会対策
招へい： 高齢社会対策

2026年5月29日

2026年6月17日 26a00304000000
中南米地域NCDs及び高齢化対策に係る
情報収集・ 確認調査

人間開発部保健第一グループ
「 サービス提供体制の分析」 について、 民間のサービスに関わる分析はどの程度含める想定で
し ょ う か。

高齢社会対策における介護用品などについて、 対象国に進出し ている日本企業の調査等を含める
想定です。

2026年5月29日

2026年6月17日 26a00304000000

中南米地域NCDs及び高齢化対策に係る
情報収集・ 確認調査（ 一般競争入札
（ 総合評価落札方式） ーラ ンプサム
型）

人間開発部保健第一グループ
非評価団員を含め、 調査を実施するう えでスペイ ン語能力はどの程度重視さ れますでし ょ う
か。 通訳業務を含むローカ ルコ ンサルタ ント を上手に雇用するこ と で、 言語の評価の差はある
程度埋めら れますでし ょ う か。

回答準備中です。 2026年6月3日

2026年6月17日 26a00304000000

中南米地域NCDs及び高齢化対策に係る
情報収集・ 確認調査（ 一般競争入札
（ 総合評価落札方式） ーラ ンプサム
型）

人間開発部保健第一グループ
求めら れる専門性に医療保障が含まれていませんが、 同分野の類似経験や専門性はどの程度求
めら れているのでし ょ う か。

回答準備中です。 2026年6月1日

2026年6月17日 26a00304000000

中南米地域NCDs及び高齢化対策に係る
情報収集・ 確認調査（ 一般競争入札
（ 総合評価落札方式） ーラ ンプサム
型）

人間開発部保健第一グループ
「 高齢化と 慢性疾患に対応する政策的示唆」 の導出が目的と さ れていますが、 貴機構の今後の
支援案や提言などは含まず、 あく まで当該地域における政策への寄与が成果と し て期待さ れて
いるのでし ょ う か。

回答準備中です。 2026年6月1日

2026年6月17日 26a00304000000

中南米地域NCDs及び高齢化対策に係る
情報収集・ 確認調査（ 一般競争入札
（ 総合評価落札方式） ーラ ンプサム
型）

人間開発部保健第一グループ
NCD及び高齢化に対する他ド ナーの支援状況に関する現状把握と 分析も 活動内容に含まれるので
し ょ う か。

回答準備中です。 2026年6月1日

2026年6月17日 26a00304000000

中南米地域NCDs及び高齢化対策に係る
情報収集・ 確認調査（ 一般競争入札
（ 総合評価落札方式） ーラ ンプサム
型）

人間開発部保健第一グループ
現地調査対象国は追っ て決定すると のこ と ですが、 貴機構がこ れまでNCDs・ 高齢化支援を行っ
た国が現段階で想定さ れるでし ょ う か。

回答準備中です。 2026年6月1日

2026年6月17日 26a00304000000

中南米地域NCDs及び高齢化対策に係る
情報収集・ 確認調査（ 一般競争入札
（ 総合評価落札方式） ーラ ンプサム
型）

人間開発部保健第一グループ
調査対象国数と 現地調査対象国数の想定をご教示く ださ い。 現地調査は同じ 国に1回、 も し く は
複数回行く こ と が想定さ れるでし ょ う か。

回答準備中です。 2026年6月1日

2026年6月17日 26a00304000000

中南米地域NCDs及び高齢化対策に係る
情報収集・ 確認調査（ 一般競争入札
（ 総合評価落札方式） ーラ ンプサム
型）

人間開発部保健第一グループ
活動内容の7番目、 本邦招へいの実施業務も コ ンサルの業務と し て「 人月合計： 約８ 人月」 に含
まれるか。 履行期間内（ 2026年8月17日～2027年2月26日） の実施を予定し ているでし ょ う か。

回答準備中です。 2026年6月1日

2026年6月17日 26a00304000000

中南米地域NCDs及び高齢化対策に係る
情報収集・ 確認調査（ 一般競争入札
（ 総合評価落札方式） ーラ ンプサム
型）

人間開発部保健第一グループ
どのよう なタ イ ミ ングでどのよう な成果品を想定し ているか。 本邦招へいの実施及び意見交換
を通じ た知見共有も 、 最終報告書に含まれるでし ょ う か。

回答準備中です。 2026年6月1日

2026年6月17日 26a00304000000
中南米地域NCDs及び高齢化対策に係る
情報収集・ 確認調査

人間開発部保健第一グループ
対象国については後日決定さ れるこ と は理解し まし たが、 規模と し て何カ 国程を想定さ れてい
ますでし ょ う か。 ご教示頂けますと 幸いです。

現段階では、 現地調査対象国3か国、 文献調査対象国3か国に加えて、 招へい5か国を検討し てお
り ます。

2026年5月25日

2026年6月24日 26a00264000000
コ ート ジボワール国大アビジャ ン圏に
おける職業訓練校機材整備計画準備調
査（ QCBSーラ ンプサム型）

無償資金協力部業務第四課 閣議請議時期のご想定をご教示いただけますでし ょ う か。 閣議請議時期は、 2027年7月を想定し ており ます。 2026年6月1日

2026年7月8日 26a00184000000

全世界2026年度案件別外部事後評価
パッ ケージⅡ -3（ ギニア、 マダガスカ
ル、 ブルキナフ ァ ソ 、 セネガル）
（ QCBS- ラ ンプサム型）

評価部事業評価第一課
現地渡航を想定さ れている場合、 社の安全管理上の理由から 、 業務従事者は現地渡航せず、 現
地調査補助員を活用し て現地調査を行う 提案をし た場合、 現地渡航を前提と し た提案と 比較し
てマイ ナスに評価さ れるこ と はあり ますか？

外部事後評価は、 特記仕様書で机上調査（ 現地渡航なし ） と し た場合を除き 、 1回以上の現地調
査と し ていますが、 成果品の質が確保さ れるこ と がプロポーザルの提案で確認でき た場合は、 渡
航回数のみでマイ ナスの評価は行いません。

2026年4月15日

2026年7月15日 26a00325000000 

全世界2026年度案件別外部事後評価
パッ ケージⅡ-5（ セネガル、 ブルキナ
フ ァ ソ 、 ト ーゴ） （ 一般競争入札（ 総
合評価落札方式－ラ ンプサム型） ）

評価部事業評価第一課
4/23に実施いただいた外部事後評価の説明会では、 本パッ ケージには「 ニジェ ール： 中学校教
室建設計画」 が含まれており まし たが、 プレ公示には記載さ れており ませんでし た。 ニジェ ー
ルの案件は本パッ ケージでは含まれないこ と になっ たと の理解でよろ し いでし ょ う か。

治安上の問題から 、 今年度ニジェ ール案件は実施し ないこ と と いたし まし た。 2026年5月27日
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